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１月 6日（土）、年始の恒例行事である垂水市消防出初め

式がキララドームをメイン会場に開催されました。出初め

式は、今年１年火災が無いように市民の安心・安全を祈願

し、防火意識を高めることを目的に行われています。当日

は、旧垂水フェリー乗り場駐車場からキララドームまでを

消防車両による市中行進からはじまり、会場では、この日

参加した消防団員による入場式や観閲式、垂水市幼年消防

クラブ員による防火の誓いが行われました。また消防団員

として永年にわたり消防活動に貢献した団員やその活動を

かげながら支えてこられた団員の妻などに贈られる消防団

員功労者表彰が行われ、多くの団員が表彰を受けました。

消防団員をはじめとする、消防機関関係者の皆さまの今後

益々のご健勝を心よりお祈り申し上げます。

◎消防団員功労者表彰（敬称略）
■消防庁長官表彰／永年勤続功労章（１名）

　第２分団　和田輝明

■日本消防協会会長表彰／勤続章30年（６名）

　第１分団　小田洋　第４分団　二之宮勝男

　第５分団　原田勇人

　第６分団　大山義輝・岩元昌成

　第７分団　德留博邦

■鹿児島県知事表彰／勤続章10年（６名）

　第１分団　井之上浩

　第２分団　川畑伸治・川畑篤志

　第７分団　神﨑正治

　第８分団　今村辰郎・杢田義文

■鹿児島県消防協会総裁表彰／功績章（９名）

　第６分団　永田浩志・内倉禎己・永田秀幸

　第７分団　山下澄秀・村下雅俊

　　　　　　平原一弘・神﨑邦雄

　第９分団　久德久文・川筋幸朗

■鹿児島県消防協会総裁表彰／精績章（５名）

　元第１分団　宮迫純雄

　第２分団　川畑亮・東竜一郎

　第３分団　岩元正次　第７分団　前田道弘

■鹿児島県消防協会肝属支部長表彰

　勤続章15年（５名）

　第１分団　小平芳明　第３分団　福田誠一

　第５分団　前田智　第６分団　永田久司

　第９分団　中村興市

■垂水市長表彰／勤続章15年（５名）

　第１分団　小平芳明　第３分団　福田誠一

　第５分団　前田智　第６分団　永田久司

　第９分団　中村興市

■垂水市長表彰・内助の功（４名）

　柳田優子・堀之内あゆみ

　德留澄子・中濵節子

　※在職 25 年間の消防団員の妻に対し、夫を

　　支え消防活動に協力したことに対し表彰。

平成 30年消防出初め式
消防団員功労者表彰

１／市中行進で消防車両が街中を走る様子
２／垂水市幼年消防クラブの皆さんの防火の誓いの様子
３／観閲式の様子
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12
月
16
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（
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を
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た
し
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は
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め
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の
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験
や
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が
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し
、
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え
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々
が
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参
加
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た
子
ど
も
た
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は
、
実
験
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や
科
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工
作
に
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。
運

営
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

青少年のための
科学の祭典 in 垂水 2017
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◎学校教育課／☎ 32-7213

❶びっくり！超低温の世界
◎内容／液体窒素で、凍結・液化・
　凝固・気化・電気抵抗などの
　変化を調べる。▲

写真／花を凍結させた様子。

❷プチモン、ゲットだぜ！
◎内容／チリメンジャコの混入
　物を選別し、海洋生物の豊富
　さを体験する。▲

写真／混入物を選別する様子。

❸ペットボトル空気砲で
　バキューン！
◎内容／ペットボトル空気砲　
　を使って的当てゲームをする。▲

写真／特大の空気砲を実演す
　る様子。

写真で
見る

祭典の様子
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